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序　　文序　　文序　　文序　　文序　　文

　タイ王国ではエイズの爆発的な流行を背景に、1991年、エイズ対策を政府が取り組む最優先課

題として位置づけ、首相府を中心とする14の省庁からなる「国家エイズ委員会」が設立されまし

た。以降タイ王国政府はエイズの感染予防に取り組んできたが、これに対しわが方では感染予防

を主軸としたプロジェクトを行うことによりタイ王国政府に協力を行ってまいりました。

　わが国は国立衛生研究所（NIH）を拠点として、エイズに関する試験分析研究体制および公衆

衛生活動の強化支援を目的とする「エイズ予防対策プロジェクト」（1993年～96年）を実施しま

した。タイ王国政府は同プロジェクトの終了時評価に基づき、エイズに関する試験分析研究体制

の強化を目的とするプロジェクトをわが国に要請してまいりました。これらの要請を受けまして、

エイズと新興・再興感染症の調査研究体制の強化にかかるプロジェクトとして1999年３月から５

年間の予定で国立衛生研究所機能向上プロジェクトを実施中です。

　国際協力事業団は、開始から約１年を経た本プロジェクトの円滑な実施のためにその進捗状況

を確認したうえで今後の協力の方向性について協議すべく2000年１月24日から１月29日まで前国

立感染症研究所長　山崎修道氏を団長として運営指導調査団を派遣しました。

　本報告書は、本調査の結果をとりまとめたものです。

　ここに調査にあたり、ご協力を賜りました関係各位に対し深甚なる謝意を表します。
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１．運営指導調査団派遣１．運営指導調査団派遣１．運営指導調査団派遣１．運営指導調査団派遣１．運営指導調査団派遣

１－１　調査団派遣の経緯と目的

　タイ王国（以下、タイ）National Institute of Health（NIH：国立衛生研究所）は、日本政府

の無償資金協力（1984年度24億5000万円、1985年度14億6000万円）によって1986年に設立された

タイ保健省医科学局に所属する研究所である。

　タイでは現在までのエイズによる死者は22万人以上、感染者は約100万人（総人口の1.7％）と

推計されている。こうした背景のもと、NIHを拠点として、エイズに関する試験分析研究体制お

よび公衆衛生活動の強化支援を目的とする「エイズ予防対策プロジェクト」（1993～96年）が実

施された。タイ政府は同プロジェクトの終了時評価に基づき、NIHのさらなるエイズに関する試

験分析研究体制の強化に加え、新興・再興感染症の調査研究体制と地方研究室間の連携体制の強

化についてプロジェクト方式技術協力をわが国に要請し、1999年３月から５年間の予定で以下の

協力を実施中である。

（１）プロジェクト目標

　NIHにおけるエイズおよび新興・再興感染症についての研究機能が向上し、NIHにおける

研究成果がタイの感染症対策にいっそう貢献するようになる。

（２）期待される成果

１）エイズに関する研究環境が整備・充実される。

２）新興・再興感染症に関する研究環境が整備・充実される。

（３）活動項目

１）-1 放射性同位元素を用いた実験が可能な高度安全実験体制を確立する。

１）-2 高度安全動物実験室での感染動物の管理と実験に必要な技術を導入する。

１）-3 高度安全動物実験室での安全管理システムを確立する。

１）-4 地域におけるエイズの実体を研究調査するためのコホートを設定する。

１）-5 検体保存管理システムを確立する。

２）-1 新興・再興感染症の病原体についての診断技術を導入する。

２）-2 地方研究室において新興・再興感染症の病原体診断を行う適正技術を開発する。

２）-3 研究室間の情報処理ネットワークシステムをつくる。

　本運営指導調査団は、プロジェクト開始から１年を経過した現時点で、これまでの進捗状況

のレビューを行い、対象地域拡大の計画、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）
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その他懸案事項等について先方と協議を行い、円滑なプロジェクト運営を図ることを目的とし

て派遣された。

１－２　調査団の構成

　　　　担　　当　　　氏　名 　　　　所　　　　　属

　団長　総　　括　　山崎　修道　　前国立感染症研究所長

　団員　協力計画　　梅田　珠実　　国立感染症研究所国際協力室長

１－３　調査日程

１－４　主要面談者

（１）タイ側関係者

１）保健省医科学局（Department of Medical Sciences, Ministry of Public Health）

Prof. Dr. Pakdee Pothisiri Director-General

Dr. Paijit Warachit Deputy Director-General

２）ランパン県関係者

Dr. Suchin Wongchusri Director of Lampang Hospital

Dr. Panita Pathipvanich Assistance Director of Lampang Hospital

Dr. Taweesup Siraprapasiri Senior Health Technicical Officer

日順 月　日 曜日 移　動　お　よ　び　業　務

１ １月 24 日 月 11:00　成田発（JL717）
15:55　バンコク到着
18:00　プロジェクト専門家と打合せ

２ １月 25 日 火 10:25　バンコク発（TG162）
12:30　ランパン到着
13:30　ランパン病院にて関係者と協議
17:30　ランパン発（TG167）
19:30　バンコク到着

３ １月 26 日 水  9:30　保健省医科学局表敬
10:00　NIHにて関係者と協議
午 後　M/M作成

４ １月 27 日 木 10:00　M/M調印式
12:00　団長主催レセプション
15:30　JICA事務所報告

５ １月 28 日 金 午 前　バイオセーフティ会議に参加
22:50　バンコク発（JL718）

６ １月 29 日 土  6:20　成田到着
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（２）日本側関係者

１）JICAタイ事務所

岩口　健二 所長

梅崎　　裕 次長

笛吹　　弦 担当所員

２）プロジェクト専門家

　吉池　邦人 チームリーダー

　小嶋慎一郎 業務調整員

　宮村紀久子 長期専門家（感染症対策）

　有吉　紅也 短期専門家（エイズ研究）

　杉山　和良 短期専門家（実験室安全管理）
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２．総　括２．総　括２．総　括２．総　括２．総　括

（１）ランパンにおけるフィールド研究

　１月25日（火）、調査団は現地専門家吉池リーダーとともに、本プロジェクトの１つである

HIV-1 cohort studyが実施されている。ランパン県病院（Lampang Provincial Hospital）を

訪問した。ランパン病院では、Dr. Suchin院長とDr. Panita副院長、およびPPHO (Provincial

Public Health Office）のDr. Taweesapならびに日本人側の有吉短期専門家とタイJICA事務

局の笛吹氏等によって現地疫学調査研究の報告会が準備されていて、約１時間にわたって報告

と討論が行われた。

　本研究プロジェクトにおいては、有吉専門家の計画指導に基づいて、PPHOのDr. Taweesap

などが中心になって、Nam Thoak郡の小村（Tambon）で実施されたCommunity-based

cohort study（15歳～19歳の1044人の住民対象）と、Lampang Hospital-based cohort study

（デイ・ケア・センターに登録されたHIV感染者を対象とするCouple Study）の両方が実施

されている（資料２）。

　報告会は、有吉専門家の司会によって病院内会議室で行われ、Community-based studyに

ついては、すでに第１相の調査研究が終了し、HIVおよびＢ型、Ｃ型肝炎等の流行状況、HIV

疫学調査参加率、follow-up率等について有益な情報が得られた（PPHOのDr. Taweesapが報

告）。Hospital-based studyについては、ランパン病院のデイ・ケア・センターの担当医Dr.

Panita副院長と有吉専門家の報告によると、Retrospective couple studyが終了し、デイ・ケ

ア・センターに登録された457の既婚者の解析から、調査参加率、採血率、HIV陽性率などが

算出され、今後のProspective discordant couple studyのための基礎データが得られた。これ

らのcohort studyについては、タイ政府の倫理委員会の承認が得られており、今後の研究の発

展が期待される（詳細は有吉専門家が報告する）。

　さらに調査団は、Dr. Suchin、Dr. Panita等の案内で、病院内に新設されたデイ・ケア・セ

ンター（Medical and Psychosocial Care Center）を視察し、そこでの活動状況について説

明を受け、若い参加者（感染者を含む）がJICA提供のティーシャツ・ユニフォームを着用し

て仲良く活動している状況を見学した。また、採血サンプルの解析（HLAタイピング、CTL

活性の測定など）が行われる実験室の整備の進行状況を確認した。

（２）国立衛生研究所（NIH）におけるHIV/AIDSおよび新興感染症研究

　１月26日（水）、NIHにて、本プロジェクトの活動状況レビュー会議が開催され、日本での

研修により技術移転を受けたタイ側カウンターパートから報告が行われた（資料３）。

　バイオセイフティーに関しては、短期派遣専門家による現状分析と、基礎的な知識・技術に
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ついての個別指導に加え、１月28日（金）のNIH、JICAおよびJST共催バイオセイフティー・

セミナーにより、知識・技術の普及が行われた（資料４）。

　HIV/AIDSについては、HLAタイピングの技術が移転され、ランパンでのフィールド研究と

連携した活動の基盤が固められた。

　新興・再興感染症については、ノーウォーク様ウイルス、アストロウイルス、アデノウイル

ス等のウイルス性下痢症、Ｅ型肝炎、コレラ、デング熱の病原体診断技術が移転されたが、一

部でタイ側が習得を希望した検査方法と、日本側が指導した内容が一致していないケースが

あった。また、新しい技術のなかには、移転後の研究に用いる機会がなかったり、検査キット

がタイ国内で入手できなかったりするなどの問題点が指摘されたものもあった。タイNIHス

タッフの新興感染症の病原体診断に関する意欲が感じられた一方、日本人専門家から学んだ技

術が、必ずしも所内の他のスタッフとの間で共有されていないように見受けられた。

　今後の技術移転の対象疾患としては、1996年に急増し、致死率も上昇したものの、流行して

いる血清型が把握されていないレプトスピラ症、およびタイにおける感染状況が明らかではな

い肝炎（特にＡ型、Ｅ型）がNIH側より提案された。
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３．プロジェクト実施上の諸問題３．プロジェクト実施上の諸問題３．プロジェクト実施上の諸問題３．プロジェクト実施上の諸問題３．プロジェクト実施上の諸問題

３－１　プロジェクトの進捗状況、問題点と対応策

　上述のとおり、プロジェクトは予定どおり順調な進捗をみせており、特筆すべき問題点はない

がさらに円滑な運営を図るためにミニッツのなかで次のとおり提言を行った。

（１）日本人短期専門家派遣、タイ研修生受入れを実施する際は、移転する技術の詳細な内容と

目的を明らかにし、e-mail等によりカウンターパート間で事前に十分な打合せを行うことが必

要である。

（２）移転された研究技術を根づかせるためには、技術移転後の日タイ共同研究を通じて、日本

人研究者とタイ側の協力が維持される必要がある。

（３）タイ側の事情により、1999年度に予定されていた完成が遅れているCTL実験室をできる

だけ早期に完成させる必要がある。

（４）新興感染症研究機能強化の対象として、レプトスピラおよび肝炎ウイルスの分離・同定に

関する技術移転を行う。

（５）ランパンにおけるフィールド研究は、タイ政府倫理委員会の承認内容に沿って今後も継続

させる必要がある。

３－２　資機材の利用状況

　供与済の機材はすべて有効に活用されている。また長期および短期派遣専門家の携行機材とし

て購入されたパソコン等も有効に活用されている。

　プロジェクト開始後３年程度を経た時期に資機材の利用状況を調査する場合には、プロジェク

ト終了に向けた先方のメンテナンス体制の構築状況をあわせて調べることが必要と思われる。



附　属　資　料附　属　資　料附　属　資　料附　属　資　料附　属　資　料

資料１　ミニッツ

資料２

資料３

資料４

参　考















































PPPPPART 1ART 1ART 1ART 1ART 1

SUMMARIES OF NOTIFIABLE DISEASESSUMMARIES OF NOTIFIABLE DISEASESSUMMARIES OF NOTIFIABLE DISEASESSUMMARIES OF NOTIFIABLE DISEASESSUMMARIES OF NOTIFIABLE DISEASES

参　考


























	表 紙
	序 文
	地 図
	目 次
	１．運営指導調査団派遣
	１－１ 調査団派遣の経緯と目的
	１－２ 調査団の構成
	１－３ 調査日程
	１－４ 主要面談者

	２．総 括
	３．プロジェクト実施上の諸問題
	３－１ プロジェクトの進捗状況、問題点と対応策
	３－２ 資機材の利用状況

	附属資料
	資料１ ミニッツ
	資料２
	資料３
	資料４
	参 考


